
佐
賀
県
防
衛
協
会
女
性
部
会
（
西
村
陽
子
会
長
）
は
、
７
月
20

日
（
月
）
、
佐
賀
地
方
協
力
本
部
会
議
室
に
お
い
て
理
事
会
を
開

催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
へ
の
影
響
に
よ
り
研
修
行
事

等
が
軒
並
み
中
止
と
な
る
中
、
半
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、

佐
賀
県
の
各
支
部
長
等
理
事
全
員
が
参
加
し
、
今
後
の
部
隊
研
修
、

理
事
会
、
九
州
・
沖
縄
連
絡
協
議
会
等
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
１
時

間
に
渡
り
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

ま
た
席
上
、
山
口
好
子
副
会
長
が
、
防
衛
協
会
の
発
展
へ
の
貢

献
に
よ
る
功
績
に
よ
り
全
国
防
衛
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た
こ
と
が
、

参
会
し
た
会
員
に
報
告
・
紹
介
さ
れ
た
。

岩
田
防
衛
大
臣
政
務
官
視
察
を
受
察

佐 賀 地 本
ニ ュ ー ス
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平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集

西部方面総監より第１級賞状を受け取る本部長

トップニュース

佐
賀
県
防
衛
協
会
女
性
部
会
理
事
会

表彰状を手にする山口副会長（右は西村会長）

佐
賀
地
本
は
、
こ
の
度
防
衛
大
臣
よ
り
、
募
集
広
報
活
動
等
へ
の
功
績
に
よ

る
「
第
１
級
賞
状
」
を
受
賞
し
た
。

６
月
22
日
（
月
）
、
本
部
長
は
、
西
部
方
面
総
監
部
に
お
い
て
方
面
幕
僚
長

及
び
幕
僚
副
長
陪
列
の
も
と
、
方
面
総
監
よ
り
「
第
１
級
賞
状
」
の
伝
達
を
受

け
た
。

今
回
の
「
第
１
級
賞
状
」
は
、
全
国
で
４
個
地
本
が
受
賞
し
た
が
、
佐
賀
地

本
が
受
賞
す
る
の
は
、
先
回
受
賞
し
た
昭
和
50
年
５
月
以
来
、
実
に
45
年
ぶ
り

の
快
挙
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
募
集
・
援
護
・
予
備
自
衛
官
等
業
務
の
成
果
の

み
な
ら
ず
、
隊
務
運
営
に
真
摯
に
携
わ
っ
て
き
た
多
く
の
部
員
の
地
道
な
努
力

と
活
動
の
積
み
上
げ
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

佐
賀
地
本
は
、
「
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
今
後
も
募
集
・
援
護
・
予
備
自
衛

官
等
の
機
能
を
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
掲
げ
る
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
、
地
道
に
活
動
を
積
み
上
げ
て
い
く
。
」
と
し
て
い
る
。

佐
賀
地
本
は
、
６
月
19
日
（
金
）
、
岩
田
防
衛
大
臣
政
務

官
の
視
察
を
受
察
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
あ
っ
た
が
、
懇
談
、
状
況
報

告
を
実
施
し
た
後
、
政
務
官
か
ら
激
励
の
言
葉
を
受
け
た
。

状
況
報
告
で
は
、
県
内
10
市
10
町
と
の
連
携
強
化
施
策
で

あ
る
「
て
ん
て
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
評
価
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
に
頑

張
っ
て
欲
し
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
佐
賀
地
本
の
防
衛
大
臣
第
１
級
賞
状
受
賞
に
も

触
れ
ら
れ
、
「
佐
賀
地
本
の
募
集
・
援
護
、
ま
た
災
害
対
応

へ
の
貢
献
が
第
１
級
賞
状
受
賞
に
繋
が
っ
た
。
共
に
喜
ん
で

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
い
い
人
材
の
獲
得
に
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
」
と
、
地
本
部
員
の
士
気
を
高
揚
す
る
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

わ
ず
か
２
時
間
半
の
滞
在
で
は
あ
っ
た
が
、
佐
賀
地
本
に

と
っ
て
は
政
務
官
自
ら
の
目
で
現
況
を
確
認
し
激
励
い
た
だ

い
た
大
変
名
誉
あ
る
視
察
受
け
で
あ
っ
た
。
佐
賀
地
本
は
、

「
岩
田
防
衛
大
臣
政
務
官
の
視
察
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
の
募

集
・
援
護
・
予
備
自
衛
官
等
の
戦
線
を
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
で

戦
い
、
必
ず
目
標
を
達
成
す
る
。
」
と
し
て
い
る
。

佐賀地本が第１級賞状を受賞

状況報告を受けられる岩田政務官

佐
賀
地
本
は
、
４
月
６
日
（
月
）
か
ら
６
月
23
日
（
火
）
の
間
、

県
内
43
校
の
高
等
学
校
長
に
対
す
る
表
敬
訪
問
を
実
施
し
た
。

折
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

各
学
校
と
も
対
応
に
追
わ
れ
る
大
変
多
忙
な
中
で
あ
っ
た
が
、
快

く
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。

訪
問
で
は
、
募
集
課
長
、
担
当
所
長
及
び
担
当
広
報
官
が
同
席

し
、
本
部
長
よ
り
、
令
和
元
年
度
の
志
願
か
ら
入
隊
ま
で
の
謝
意

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
年
度
の
募
集
の
状
況
と
引
き
続
き
の
協

力
を
依
頼
し
た
。
ま
た
、
高
校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
校
長
先
生
へ

の
表
敬
の
た
め
本
訪
問
に
同
行
し
た
地
本
部
員
も
お
り
、
当
時
の

懐
か
し
い
思
い
出
話
に
盛
り
上
が
る
等
、
非
常
に
和
や
か
な
雰
囲

気
で
あ
っ
た
。

佐
賀
地
本
は
、
「
今
後
も
自
衛
官
等
募
集
に
対
す
る
理
解
を
よ

り
一
層
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
、
募
集
強
化
を
図
っ
て

い
く
。
」
と
し
て
い
る
。

学
校
長
表
敬
訪
問

ソーシャルディスタンスを意識した会の実施状況

地本部員との記念撮影

伊万里農林高校長表敬訪問の様子

神埼高校長表敬訪問の様子

部員に激励の言葉を述べられる岩田政務官



総

務

課

募
集
課
報
室

災
害
派
遣
招
集
命
令
書
を
交
付

鳥
栖

唐
津

佐
賀

武
雄

開設された自衛隊ブース自衛隊の魅力を伝えるリクルータ

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
７
月
23

日
（
木
）
、
「
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
」

に
お
い
て
警
察
と
の
「
合
同
職
業
説

明
会
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
説
明
会

は
、
当
初
５
月
に
実
施
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
延
期
し
、
今
回
の
実

施
と
な
っ
た
。
実
施
に
当
た
っ
て
は

様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
策
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と

に
留
意
し
た
。
参
加
者
は
、
高
校
生
、

専
門
学
生
、
社
会
人
及
び
そ
の
保
護

者
等
幅
広
い
方
々
の
参
加
を
い
た
だ

い
た
。

ま
た
参
加
者
か
ら
は
「
説
明
が
具

体
的
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
」
、

保
護
者
の
方
か
ら
は
「
安
心
し
て
受

験
・
入
隊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
た
。
」
等
、
前
向
き
な
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
。
鳥
栖
地
域
事
務

所
は
「
今
後
も
公
安
系
の
合
同
職
業

説
明
会
を
積
極
的
か
つ
主
導
的
に
計

画
し
実
行
し
て
い
く
。
」
と
し
て
い

る
。

「自
衛
隊
講
座
」を
実
施

合
同
職
業
説
明
会
に
参
加

募
集
制
度
説
明
会
を
実
施

合
同
職
業
説
明
会
を
実
施

各
自
衛
隊
の
活
動
、
試
験
日
程
に
関

す
る
説
明
を
実
施
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
チ
ラ
シ
を
見
て

来
た
。
」
、
「
進
路
の
参
考
に
な
っ

た
。
」
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
い
た
。

唐
津
出
張
所
は
、
「
今
後
も
自
衛

隊
の
魅
力
を
広
く
部
外
に
訴
え
る
と

と
も
に
、
自
衛
隊
の
活
動
を
あ
ら
ゆ

る
場
面
や
機
会
を
捉
え
て
紹
介
し
、

募
集
に
繋
げ
て
い
く
。
」
と
し
て
い

る
。

唐
津
出
張
所
は
、
７
月
４
日

（
土
）
、
唐
津
市
近
代
図
書
館
に

お
い
て
公
安
系
の
合
同
職
業
説
明

会
に
参
加
し
た
。
本
説
明
会
で
は
、

公
安
系
の
業
種
に
つ
い
て
幅
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
佐
賀
県
警

察
本
部
、
唐
津
市
消
防
本
部
、
唐

津
海
上
保
安
部
、
唐
津
出
張
所
の

四
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
採
用
試
験
案
内
、
業
務
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
自
衛
隊
の

ブ
ー
ス
に
は
高
校
生
、
社
会
人
、

学
校
関
係
者
等
が
訪
れ
、
陸
海
空

佐
賀
地
本
は
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
に
係
る
即
応
予
備
自
衛
官
の

災
害
招
集
に
あ
た
り
、
本
部
が
担

当
す
る
即
応
予
備
自
衛
官
の
う
ち
、

招
集
に
応
じ
た
19
名
に
対
し
て
、

７
月
６
日
（
月
）
か
ら
同
月
９
日

（
木
）
の
間
の
災
害
派
遣
を
命
じ

る
災
害
等
招
集
命
令
書
を
交
付
し

た
。指

定
部
隊
に
出
頭
し
た
即
応
予

備
自
衛
官
は
、
健
康
診
断
等
の
諸

手
続
き
後
、
配
属
さ
れ
た
中
隊
毎

に
熊
本
県
人
吉
市
等
の
被
災
地
に

向
け
出
発
し
た
。

連
日
の
降
雨
の
中
、
即
応
予
備

自
衛
官
は
被
災
地
に
お
け
る
道
路

上
の
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
や
、
避

難
所
へ
の
段
ボ
ー
ル
べ
ッ
ド
等
の

生
活
支
援
物
資
の
搬
入
に
従
事
し
、

被
災
者
に
寄
り
添
う
災
害
派
遣
任

務
を
遂
行
し
た
。

７
月
19
日
（
日
）
に
は
活
動
が

全
て
終
了
し
た
が
、
彼
ら
の
活
動

に
対
し
、
被
災
地
の
方
々
の
み
な

ら
ず
、
多
く
の
声
援
と
賞
賛
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
６
月
30
日

（
火
）
、
佐
賀
市
の
城
北
中
学
校
で

実
施
さ
れ
た
「
職
業
人
に
学
ぶ
」
に

参
加
し
た
同
校
第
２
学
年
の
生
徒
40

名
（
男
子
31
名
、
女
子
９
名
）
に
対

し
、
「
自
衛
隊
」
と
い
う
職
業
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

学
校
で
は
、
様
々
な
職
業
に
従
事

す
る
方
々
の
声
を
直
接
聞
き
、
働
く

こ
と
へ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
り
、
進
路
選
択
の
一
助
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
自
衛

隊
の
任
務
、
陸
・
海
・
空
の
役
割
や

活
動
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
生

徒
達
か
ら
「
自
衛
隊
に
入
っ
た
き
っ

か
け
」
、
「
大
変
な
こ
と
」
等
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
特
に
「
平
和
を

仕
事
に
す
る
」
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
「
今
後
も

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
自
衛
隊

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
募
集
広

報
を
行
っ
て
い
く
。
」
と
し
て
い
る
。

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
６
月
22

日
（
月
）
、
伊
万
里
市
に
あ
る
敬

徳
高
校
を
訪
れ
、
３
年
生
を
対
象

に
募
集
制
度
説
明
会
を
実
施
し
た
。

本
説
明
会
に
は
、
３
年
生
の
全

生
徒
が
参
加
し
、
同
校
の
自
衛
隊

へ
の
関
心
と
理
解
の
深
さ
を
改
め

て
認
識
し
た
。

説
明
会
に
お
い
て
は
広
報
動
画

を
上
映
し
た
と
こ
ろ
非
常
に
生
徒

の
関
心
を
引
い
て
い
た
。
ま
た
、

同
校
出
身
及
び
近
隣
地
区
出
身
の

陸
海
空
そ
れ
ぞ
れ
の
迷
彩
服
を
着

用
し
た
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ
ク
ル
ー
タ

が
、
陸
海
空
各
自
衛
隊
の
魅
力
を
発

信
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
年
齢
の
近
い
隊
員

の
生
の
声
を
聴
き
、
実
際
の
業
務
や

生
活
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
衛
隊
を

よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
感
じ
る
絶

好
の
機
会
と
な
っ
た
。

武
雄
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
自

衛
隊
の
活
動
等
に
対
す
る
認
識
を
深

め
、
信
頼
と
協
力
を
獲
得
で
き
る
よ

う
募
集
基
盤
の
拡
充
を
図
っ
て
い

く
。
」
と
し
て
い
る
。

地
方
協
力
本
部
長
認
定
表
示
証
を
交
付

に
、
退
職
自
衛
官
の
予
備
自
衛
官

等
の
雇
用
を
推
進
す
る
企
業
と
し

て
、
自
衛
隊
と
地
域
社
会
の
絆
を

更
に
深
め
て
行
く
こ
と
に
貢
献
し

た
い
。
」
と
思
い
を
述
べ
ら
れ
た
。

佐
賀
地
本
は
、
「
今
後
も
予
備

自
衛
官
等
雇
用
企
業
の
方
々
に
制

度
説
明
等
を
通
じ
て

自
衛
隊
へ

の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
信

頼
と
協
力
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、

予
備
自
衛
官
等
の
勢
力
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。
」
と
し
て
い
る
。

熱心に説明を受ける生徒

被災地で活動中の即応予備自衛官

即応予備自衛官に命令書を交付する本部長

新型コロナウイルス感染防止対策のため、
入り口で検温を実施

自衛隊の説明の状況

生徒の質問に答える広報官 自衛隊ブースでの説明の状況

新型コロナウイルス感染防止対策のため、
入り口で検温を実施

地方協力本部長認定表示証を交付する本部長

認定証とともに（左：木下支社長）

佐
賀
地
本
は
、
６
月
10
日(

水)

、

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
に
所
在
し
、

佐
賀
県
在
住
の
予
備
自
衛
官
を
雇

用
す
る
「
セ
フ
ト
株
式
会
社
福
岡

支
社
」
（
木
下
弓
雄
支
社
長
）
を

訪
問
し
、
予
備
自
衛
官
等
協
力
事

業
所
表
示
制
度
に
お
け
る
地
方
協

力
本
部
長
認
定
表
示
証
を
交
付
し

た
。同

社
は
、
支
社
長
の
木
下
氏
を

含
め
佐
賀
県
在
住
の
予
備
自
衛
官

が
２
名
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

木
下
氏
は
「
今
回
の
認
定
を
機



イベント等写真館

第１級賞状受賞を紹介する本部長

第４級賞詞 鳥栖所 野中２陸曹 第４級賞詞 鳥栖所 篠原１陸曹 第４級賞詞 佐賀所 大城３空曹

第５級賞詞 援護課 稲股海曹長 第５級賞詞 武雄所 大宅１陸曹 第５級賞詞 佐賀所 久家２陸曹 第５級賞詞 唐津所 友田３陸曹

学校長に対する募集制度説明会
（７月２日（木） 本部）

高等工科学校生徒による母校訪問
（８月４日（火） 城東中学校）

幹部候補生学校長による感謝状贈呈
（５月２７日（水） 武雄町 武内保育園 ）

第１級賞状受賞記念 本部

第４級賞詞 総務課 立川２陸曹

第５級賞状 武雄地域事務所第４級賞状 鳥栖地域事務所 第２級賞詞伝達 鳥栖所 服巻１陸曹



採 用 案 内 御 案 内

詳細につきましては、最寄りの事務所等へお問い合わせ下さい。

事務所等 住 所 電話番号

本 部
〒８４０－００４７
佐賀市与賀町２－１８

０９５２－２４－２２９１

唐 津 出 張 所
〒８４７－００８５
唐津市和多田本村１－７

０９５５－７２－８６９７

武雄地域事務所
〒８４３－００２３
武雄市武雄町大字昭和４３－１５

０９５４－２３－８３０４

鳥栖地域事務所
〒８４１－００３７
鳥栖市本町１－９６２－１

０９４２－８３－４０７７

佐賀募集案内所
〒８４０－０８０３
佐賀市栄町３―５１

０９５２－２５－６７００

佐賀地方協力本部ホームページ
https://www.mod.go.jp/pco/saga/

定
期
異
動

はじめました！

自衛隊佐賀地方協力本部 公式

Follow me !!

種 目 資 格
受付期間

(締切日必着)
試験期日

自衛官候補生

１８歳以上３３歳未満の者
（３２歳の者は、採用予定月
の１日から起算して３月に達
する日の翌月の末日現在、３
３歳に達していない者）

年間を通じて受け
付けております。

受付時にお知らせします。

防衛大学校学生一般

１８歳以上２１歳未満
（自衛官は２３歳未満）の者
で高卒者（見込含）又は高専
３年次修了者（見込含）

７月１日
～１０月２２日

１次：１１月７日・８日
２次：１２月８日～１２日

（いずれか１日）

防衛医科大学校医学科学生
１８歳以上２１歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専３
年次修了者（見込含）

７月１日
～１０月７日

１次：１０月２４日・２５日
（２日間）

２次：１２月９日～１１日
（１日又は２日間）

防衛医科大学校看護学科学生
( 自衛官候補看護学生)

１８歳以上２１歳未満の者で
高卒者（見込含）又は高専３
年次修了者（見込含）

７月１日
～１０月１日

１次：１０月１７日
２次：１１月２８日・２９日

（いずれか１日）

【
転
出
者
】

准

陸

尉

吉
田

修

（
補
給
統
制
本
部
へ
）

１
等
陸
曹

感
應

俊
弘

（
太
刀
洗
通
信
所
へ
）

防
衛
事
務
官

西
村

壮
司

（
健
軍
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

令
和
２
年
８
月
１
日
付

【
転
入
者
】

陸

曹

長

河
合

大
地

（
西
方
後
支
隊
本
部
付
隊
よ
り
）

令
和
２
年
８
月
１
日
付

佐
賀
地
本
は
、
７
月
30
日

（
木
）
本
部
に
お
い
て
、
令
和

２
年
度
前
期
転
出
者
紹
介
行
事

を
実
施
し
た
。

今
回
の
異
動
に
よ
り
、
２
名

の
自
衛
官
及
び
１
名
の
事
務
官

が
佐
賀
地
本
で
の
任
務
を
終
え
、

そ
れ
ぞ
れ
新
任
地
へ
赴
任
し
た
。

ま
た
、
８
月
１
日
付
で
新
た

に
１
名
の
自
衛
官
を
迎
え
、
佐

賀
地
本
は
今
後
一
層
本
格
化
す

る
募
集
・
援
護
・
予
備
自
衛
官

等
業
務
に
一
層
邁
進
す
る
。

表

彰

転出された皆さん、佐賀地本での
勤務お疲れさまでした。
新任地でのご活躍を祈念して
おります。

【
本
部
長
表
彰
】

第
４
級
賞
状

鳥
栖
地
域
事
務
所

第
５
級
賞
状

武
雄
地
域
事
務
所

【
第
２
級
賞
詞
】
（
陸
幕
長
表
彰
）

１
等
陸
曹

服
巻

浩
二

【
第
４
級
賞
詞
】
（
職
務
遂
行
）

１
等
陸
曹

篠
原

誠
一

３
等
空
曹

大
城

雄
一
郎

【
第
４
級
賞
詞
】
（
車
両
無
事
故
）

２
等
陸
曹

立
川

和
孝

２
等
陸
曹

久
家

司

２
等
陸
曹

野
中

隆
也

３
等
陸
曹

友
田

祐
樹

【
第
５
級
賞
詞
】
（
職
務
遂
行
）

海

曹

長

稲
股

一
馬

１
等
陸
曹

大
宅

光
則

２
等
陸
曹

久
家

司

３
等
陸
曹

友
田

祐
樹

昇

任

【
曹
長
へ
】

1
等
海
曹

脇
山

由
香
子

【
１
曹
へ
】

２
等
陸
曹

服
巻

浩
二

【
２
曹
へ
】

３
等
陸
曹

永
江

茂

３
等
海
曹

山
口

恭
寛

【
４
級
へ
】

３
級

内
村

招
博

昇任された皆さん、受賞された皆さん、
おめでとうございました。

転出者の挨拶

本部での見送り


